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（ 日 本 に お け る精神科看護師のワーク・エンゲージメントに影響を及ぼ

す要因）

論文内容の要旨 (1,000字～ 2,000字でまとめること。）

［背景】精神 科看護師は、患者の精神症状による不穏行動・自殺企図お

よび患者からの攻撃性など、精神科に特徴的な出来事に日々対応しなけ

ればならない 。近年では、入院患者の地域移行推進や患者の高齢化など

急激な変化に も直面している。これらの課題に 取り組むために精神科看

護師には高いパフォーマンスが求められている。ワーク・エンゲージメ

ントは、労働者の仕事に対するポジティブな心理状態であり、労働者の

様々なパフォ ーマンスに貢献することが報告さ れている。精神科看護師

が高いパフォ ーマンスを発揮するにはワーク・エンゲージメントの関連

要因を明確にし 、 制 御 す る こ と で ワ ー ク ・ エ ンゲージメントを向上させ

ることが有効 と考える。しかし、精神科看護師のワーク・エンゲージメ

ントに影響を及ぼす要因は明らかになっていない。そこで本研究では仕

事要求・資源理 論 を 用 い て 「 仕 事 資 源 お よ び 個人資源が精神科看護師の

ワ ー ク ・ エ ンゲージメントに正に影響を及ぼし、また仕事要求が高いほ

どその正の影 響が強まる」という仮説モデルを作成した。

【目的】仮説を検証することで精神科看護師のワーク・エンゲージメン

トに影響を及 ぼす要因を明らかにする。

【方法】日本の近畿地方にある 9つの精神科病院に勤務する看護師 730

名を研究参加者とし、自記式質問紙を用いた横断調査を実施した。調査

期間は 2018年の 8月から 10月であった。調査項目は、属性、仕事資源（報

酬・裁量権・上司のサポート・同僚のサポーート・医師との協力）、個人資

源 （ 情 動 知 能 の下位次元である、自分の感情理解、他者の感情理解、感情

調整、感情の利用）、仕事要求（患者の看護師に対するネガティブな態度）

およびワーク・エンゲージメントであった。 尺度として、報酬を the

effort-reward imbalance questionnaire、裁量権、上司・同僚のサポートを

the job content questionnaire、医師との協力を the'practiceenvironment 

scale、情動知能を theWong and Law emotional intelligence scale、ワーク・

エンゲージメントを theUtrecht work engagement scaleによって測定した。

分析では、ワーク・エンゲージメントを従属変数、仕事要求を調整変数、

そ の 他 を 独 立 変数とする階層型重回帰分析を実施した。変数投入は、ま

ず属性 (step 1)、続いて仕事資源・個人資源・仕事要求 (step 2)、最後に

交互作用項（仕事資源 x仕事要求、個人資源 x仕事要求） （step 3)の順で実施

した。統計解析ソフトは Rversion 3.6.1を用い、有意水準を 0.5％以下と

し た 。 倫 理的配慮として、本研究は神戸大学大学院保健学研究科倫理審

査委員会の承認を得ている。

【結果】 469部の調査用紙が回収され、その内、欠損値のない回答は 425

部であった（有効回答率 58.2%）。研究参加者の年齢は 42.12士11.43、精神

科病院勤務の経験年数は 11.45士9.13であった。性別は女性が 66.82%、

資格は正看護師が 83.76%、病棟の種類は急性期病棟が 36.71％であり慢

性期病棟が 40.94％であった。仮説検証の結果、報酬 <P= o. 2 o ; p < o. o o 1)、

上司のサポート (P= o. l o ; p = o. o 3 8)、医師との協力 (P=0.13;p<o.01)、他者

の感情理解 (P=0.12;p=O011)、感情の使用 CP=o.3s; p<o.oo 1)、報酬 X仕事

要求 (ft=O10; p=0.028)、上司のサポート X仕事要求 (P=O.lO;p=0.019)がワ

ーク・エンゲージメントに有意に関連していた。

【結論】精神科看護師のワーク・エンゲージメント向上のため、教育的

観点からは 、管理者は看護師の共感性（他者の感情理解）や主体的に自分

のやる気を奮い立たせる能力（感情の使用）を向上させるための教育プロ

グラムを取り入れることが有効と考えられる。職場環境改善の観点から

は、精神科病院の経営責任者はスタッフの納得できる報酬を考慮し、管

理者は部下の状態に合わせた必要なサポートを実施し、そして多職種と

の協力関係の構築に努める必要がある。しかも、報酬と上司のサポート

は、看護師が患者からのネガテイプな態度に直面している（仕事要求が高

い）時に特にワーク・エンゲージメント向上に効果を発揮するため、経営

者と管理者は、看護師と患者との関係に注意を払いながら、効果的な方

賂を検討することが重要である。 (I8 57字）
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要 旨

ワーク・エンゲージメントとは、労働者の仕事に対するポジテイプな心理状態であり、

労働者のパフォーマン スに貢献することやその関連要囚が研究されているが、精神科看

護師では十分に検討されていない現状にある。本研究の目的は、精神科看護師のワーク

・エンゲージメントに影響を及ぼす要因を明らかにするこ とである。近畿地方にある 9

つの 精 神 科 病 院 に 勤 務する看護師 425名を研究対象者とし、自記式質間紙を用いた横断

調査を実施した。文献検討等により、属性、仕事資源（報酬・裁堡権・上司のサポート

・同僚のサポート・医師との協力）、個人資源（情動知能の下位次元である、自分の感情

理解、他者の感情理解、感情調整、感情の利用）、仕事要求（患者の看護師に対するネ

ガテイプな態度）およびワーク・エンゲージメントを調査項目として設定した。ワーク

・エンゲージメントを従属変数とする階層型重回帰分析を実施し、報酬、上司のサポー

ト、医師との協力、他者の感情理解、感情の使用、報酬 X仕事要求、上司のサポート X

仕事要求がワーク・エ ン ゲ ー ジ メ ン ト に 有 意 に 関 連 し て いることを明らかにした。本分

析結果から、精神科看護師のワーク・エンゲージメント向上のためには、看護師の共感

性やセルフモチペーションを向上させること、看護師が患者からのネガティプな態度に

直面している時には 看 護 師 の 状 態 に 合 わ せ た サ ポ ー ト を実施することの重要性が示唆

された。

本 研 究 は 、 特 に 精 神科看護師のワーク・エンゲージメン ト に 対 す る 仕 事 要 求 の 調 整 効

果を明らかにした点に 独創性があり、看護学分野の発展に寄与する価値ある知見が得ら

れたと認める。よって 学位申請者の向畑毅は、博士（保健学）の学位を得る資格がある

と認める。
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